
【午前のみの開催でしたが充実した運動会になりました】 

【草刈り作業やテント設営等をおこないました】 

      

 

 
 

 
 
 

  

              

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思い出の多い合同運動会 

学校便り  №６ 

令和４年９月 30 日 

奄美市立住用中学校 

ウィズコロナ時代の新しい運動会，始まる  
校長  原 憲正  

９月 11 日（日）に第 40 回住用へき地保育所・
住用小学校・住用中学校合同運動会が開催されまし
た。しかし，運動会前の８月に急激な広がりを見せ
た新型コロナの感染第７波。その影響が奄美市にお
いても残っていたため，今年度も午前中のみの実施
となりました。 

とはいえ，すでに世界ではウィズコロナの新しい
生活で動いています。ここ住用でも今年度は保護者
はもちろん，来賓の方々や地域の方々にもお越しい
ただいて運動会を開催いたしました。 
 

会場の皆様には他の人と２メートル以上の距離が
確保できないテントの中でのマスク着用をお願いい
たしましたが，幼児や児童生徒については，熱中症
対策のため競技中のマスク着用はしませんでした。 

感染予防と熱中症対策を取りながら実施した運動
会が終了して２週間がたちますが，この日をきっか
けとした感染拡大の兆候は，今のところ見られませ
ん。これも会場にお越しいただいた皆様に感染対策
へご協力をいただいたことが何よりも大きかった，
と思います。 
 

さて，『山溜穿石 ～力を合わせ 全力出して 輝
け みんなの力～』をスローガンに掲げた今回の運
動会。中学生はこの日に向けての準備やムカデ競
争，紅白対抗全員リレーの練習等に取り組む中で，
一人一人が「協力する力」や「やり遂げる力」を伸
ばしていったように思います。（ちなみに『山溜穿石』は
「さんりゅうせんせき」と読み，小さな努力を重ねていけば，
どんなことも成し遂げることができる，という意味です） 
 

当日は途中で雨による中断もありましたが，全員
気持ちを切らすことなく最後まで一人一人が文字通
り精一杯の力を出し，力を合わせてどの競技も盛り
上げてくれました。その結果，終了後はほとんどの
生徒が「頑張った」「楽しかった」「思い出になった
という思いを持つことのできた，達成感にあふれた
運動会となりました。 
 

まだまだ予断を許さない新型コロナではあります
が，今回，感染を防ぎつつ開催することが可能であ
ることを証明できた運動会でもありました。来年こ
そ，地域の方々にも競技に参加していただき，以前
のような１日開催の盛大な合同運動会にしたいと思
います。 
 

またこれから先，学校の自由参観や学習発表会な
ど，地域の方々に学校の様子をご覧いただく機会が
ありますが，感染予防のご協力をいただいたうえで
新型コロナが蔓延する以前のようにたくさんの方に
学校へお越しいただきたいと考えております。 

今後もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 第 40 回令和４年度住用へき地保育園・住用小

学校・住用中学校合同運動会を 9 月 11 日（日）に

午前中のみの開催で行いました。大会スローガン

『山溜穿石 力を合わせ 全力出して 輝け み

んなの力 』のもと紅組団長 知花幸天裕さん，白

組団長 濱本琉聖さんを中心に会場準備から精一

杯取り組みました。競技では 100ｍ走，ムカデ競

走，家族徒競走，綱引き，紅白対抗全員リレー競技

を暑い中、途中の降雨でグラウンドの状態が多少

悪くなっても最後までしっかりやり遂げ，生徒の

成長が感じられる運動会になりました。 

PTA奉仕作業 

8 月 28 日（日），6 時 30 分から PTA 親子奉仕

作業を行いました。小学生、中学生、保護者、教

職員など 31 名が参加し、草刈り、石拾い、テン

トの設営等に汗を流しました。合同運動会に向け

て素晴らしい環境が整備できました。 

 

」 



【大学生 6 名が生徒とふれあいました】 

【奄美の自然について学び，外来種駆除を行いました】 

【住用駐在所の山下さんから反射タスキをいただきました】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０/ ４（月） ふれあい体験学習，お弁当の日 

１０/ ８（土） 土曜授業，英検（13:00～） 

１０/１０（月） スポーツの日 

１０/１４（金） 生徒会役員改選 

１０/１６（日） リュウキュウアユ産卵地 

        整地作業（7：30～役勝川） 

１０/２０（木） 防災教育 

       （14:15～住用小体育館） 

１０/２７（木） 鹿児島大学小山教授 

        訪問理科授業（10：45～） 

１０/２８（金） 大島紬着付け体験 

       （14：15～図書室） 

       （14：45～多目的ホール） 

 

 

 

9 月 14 日（水），環境保護活動・ふるさと美化活動の

学習を行いました。奄美自然学校の代表、永江直志さん

を講師に招き、自然の大切さや外来種による生態系への

影響等について学び、『自然は無限ではなく有限であり、

使った分は戻さなければならない。』ことを知りました。 

9 月 21 日（水），環境省の池上さんや住用支所の方と

一緒に学校近くの役勝川の土手で，雨のため延期してい

たセイタカアワダチソウの駆除を行いました。同じ箇所

を４年間続けている成果で，セイタカアワダチソウが少

なくなっていました。1 時間程、活動を行い多くの駆除

ができました。これからも住用中では，奄美の環境保護

のため活動を行っていきます。 

奄美の大切な自然を守る 安全な登下校を願って 

合同学習発表会の案内 

未来の教師とのふれあい 

９月 6 日（火），鹿児島大学の教員志望の学生 6 名

が住用中学校で学校環境観察実習を行いました。大

学生は、授業見学、運動会練習の手伝い、給食、昼休

み時間の生徒とのふれあいや住用中の先生方との質

疑応答等を行いました。 

「小さい学校ならではの生徒と教師の人間関係の

良さや丁寧な指導が感じられ，豊かな自然の中で素

直な生徒が育っている。」と感想を述べてくれた学生

の皆さん。教壇に立たれる日をお待ちしています！ 

日時 11 月 5 日（土）8 時 50 分開始 
          11 時 30 分終了 
場所 住用中体育館 
 
内容 中学生は、三太郎太鼓、三味線で

の稲すり節、劇、弁論、英語スピー

チ展示等を行う予定です。 
 

※ 今年度から入場制限は行いませんの
で，どなたでも御来場できます。受付
で消毒、検温のうえ体育館に御入場く
ださい 

9 月 21 日（水），住用駐在所の山下さんが学校

を訪問され，中学生の安全な登下校を願って反射

タスキを生徒全員にくださいました。 

 住用中学生の自転車通学生は必ず登下校の際

には着用し，事故防止に努めていきます。 

  

 


